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新
春
を
迎
え
謹
ん
で
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご
発

展
を
心
か
ら
祈
念
い
た
す
次
第
で

あ
り
ま
す
。

昨
年
中
は
、
行
政
に
対
し
皆
様

方
の
深
い
ご
理
解
と
絶
大
な
る
ご

協
力
を
賜
り
、
六
!
二
一
年
度
の
事

業
の
見
通
し
も
た
ち
、
そ
れ
ぞ
れ

効
果
を
上
げ
、
行
政
色
全
般
に
わ

た
り
順
調
に
進
展
を
い
た
し
て
お

り
ま
す
こ
と
を
衷
心
よ
り
感
謝
を

巾
し
上
げ
ま
す
。

本
村
に
も
、
な
お
多
く
の
問
題

が
山
積
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
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大

野

富

士

男

全
国
的
な
課
題
で
あ
り
ま
す
農
林

業
の
問
題
は
、
本
村
に
お
き
ま
し

て
は
、
や
は
り
高
冷
地
を
問
周
し

て
の
疏
菜
の
栽
培
又
栗
の
栽
培
、

和

4
一ω
飼
育
、
こ
れ
ら
は
高
品
質

で
生
産
性
を
高
め
る
た
め
の
環
境

整
備
を
行
い
、
年
次
拡
大
を
図
り
、

産
地
形
成
の
た
め
の
努
力
を
重
ね

て
い
か
な
け

μ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

林
業
に
お
い
て
は
、
本
村
の
特
定

品
で
あ
り
ま
す
シ
イ
タ
ケ
の
栽
培

に
い
た
し
ま
し
で
も
、
ム
7
ま
で
の

よ
う
な
自
然
の
恵
み
に
よ
る
栽
培

か
ろ
、
濯
ル
小
脳
設
等
の
整
備
に
よ

り
生
産
強
化
に
力
を
入
れ
、
林
道

網
の
整
備
、
貯
木
場
の
建
設
を
始

め
、
木
材
に
つ
い
て
は
、
付
加
価

値
を
つ
け
る
た
め
の
加
工
施
設
は

絶
対
に
必
要
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
等
に
つ
い
て
は
、
行
政
、

農
協
、
森
林
組
合
が
一
体
と
な
っ

じ

て

保

存

ー
レ
宇
品
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て
営
農
楕
与
に
力
を
入
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
農
林
業
の
振
興
を
図

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

又
、
そ
れ
と
と
も
に
公
共
事
業

の
獲
得
に
努
力
を
し
、
村
民
の
所

得
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

木
村
も
過
陳
化
に
伴
い
、
今
年

は
小
学
校
の
統
合
と
同
時
に
校
舎

建
設
の
大
事
業
を
び
か
え
て
お
り

ま
す
が
、
二

ωこ
と
は
出
来
る
だ

け
皆
様
方
の
要
望
を
充
分
取
り
入

れ
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

又
、
観
光
推
進
に
つ
い
て
は
、

今
年
か
ら
ふ
る
さ
と
の
宿
周
辺
の

公
園
整
備
を
計
画
し
て
お
り
ま
す

が
、
そ
の
よ
う
な
折
ふ
る
さ
と
創

生
の
一
環
と
し
て
、
自
治
省
よ
り

ふ
る
さ
と
創
り
の
た
め
の
助
成
を

し
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
こ
と
は
い
よ
い
よ
各
市
町
村

の
知
恵
く
ら
べ
の
時
代
が
き
た
わ

け
で
、
木
村
に
お
き
ま
し
で
も
全

て
の
皆
様
方
の
知
恵
を
結
集
し
、

他
町
村
に
負
け
な
い
方
策
を
考
え

出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

牛
耳
、
ず
協
調
と
共
助
の
力
を
持
っ

て
村
民
全
員
が
同
一
の
目
的
の
た

め
に
努
力
を
し
て
頂
く
な
ら
ば
、

立
派
な
村
が
創
り
出
せ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
協
力

を
何
な
が
ら
、
対
話
そ
通
じ
て
の

和
の
行
政
、
住
民
の
総
意
そ
反
映

し
た
活
力
あ
る
行
政
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
逗
し
い
農
林
業
の
付
、
明
る

い
村
、
つ
く
り
に
専
念
を
い
た
す
所

存
で
あ
り
ま
す
。

地
方
自
治
を
進
展
さ
せ
る
に
は
、

行
政
・
財
政
上
幾
多
の
問
題
が
山

積
し
て
お
り
ま
す
が
、
諸
問
題
打

開
の
た
め
に
は
、
村
民
の
皆
様
方

の
協
力
な
く
し
て
は
そ
の
効
果
を

上
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

今
後
、
高
い
感
度
・
高
い
視
野

か
ら
取
り
組
ん
で
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
ヒ
げ
ま
し
て
、
迎
え

ま
し
た
新
年
が
河
辺
村
に
と
っ
て

平
和
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

世
は
ま
さ
に
一
健
康

一
ブ

i
ム
」
、
健
康
に
良
い

ド
ト
υ

一
…
と
聞
く
と
少
々
高
価
な

時
ト
L
告
も
の
に
も
飛
び
つ
く
。

…
ね
一
人
少
八

0
年
代
を
生
き

中
}
知
抜
こ
う
と
す
る
と
、
ま

キ
ー
か
さ
に
健
康
第
一
、
健
康

に
よ
く
な
い
と
聞
く
と
中
止
に
想

戦
苦
闘
め
連
続
、
お
か
げ
で
は
最
近

の
禁
煙
者
数
は
相
当
な
も
の
で
あ

る
。
乗
り
物
に
も
禁
煙
車
両
・
禁

煙
席
が
増
え
、
愛
好
者
に
は
気
の

毒
な
昨
今
で
あ
る
。
で
も
あ
の
飛

行
棋
の
扶
い
席
で
隣
り
同
志
の
煙

草
の
す
い
あ
い
は
大
変
な
も
の
、

一
張
ら
い
の
服
も
灰
、
だ
ら
け
、
払

う
の
も
隣
り
に
遠
慮
し
な
が
ら
の

道
中
で
あ
る
。
私
、
も
祭
煙
し
て
七

年
、
人
ー
で
は
飛
行
機
も
堂
々
の
禁

煙
席
、
見
目
麗
し
き
女
性
の
隣
に

な
る
楽
し
み
も
あ
る
。
厄
年
の
新

年
、
氏
神
様
を
初
め
二
一
ケ
所
の
お

参
り
を
し
た
。
良
寛
様
が
「
災
難

に
遇
う
時
期
に
は
英
難
に
遇
う
が

よ
く
候
、
死
ぬ
時
節
に
は
死
ぬ
が

よ
く
候
、
こ
れ
災
難
を
の
が
れ
る

妙
法
に
て
候
」
と
の
一
言
葉
を
残
さ

れ
て
い
る
。
我
ま
だ
そ
の
心
境
に

至
ら
ず
。
人
生
八

0
年
代
半
ば
、

ま
だ
ま
だ
健
康
に
留
意
し
て
長
生

き
し
た
い
と
思
う
。
健
康
は
明
朗
@

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
の
源
泉
、
今
年
は

精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
新
鮮
な

若
さ
で
乗
り
切
り
た
い
と
誓
っ
た

新

年

で

あ

る

。

(

梅
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昨
年
十
月
二
十
一
日
、
前
異

田
教
育
長
の
後
任
と
し
ま
し
て

不
肖
私
が
教
育
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
身
に
余

る
光
栄
で
あ
り
、
ま
た
感
激
に

た
え
な
い
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

も
と
よ
り
微
力
非
才
で
ご
ざ
い

ま
し
て
、
そ
の
上
村
民
の
皆
様

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

教
育
長

西

ヌう瓦第 83号

村議会風景

十
二
月
の
定
例
村
議
会
が
二
十

日
に
聞
か
れ
、
報
告
一
件
、
喜
多

郡
内
陸
部
土
地
開
発
公
社
定
款
の

一
部
改
正
、
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
、
河
辺
村
税

条
例
の
一
部
改
正
、
一
般
会
計
補

正
予
算
@
国
民
健
康
保
険
事
業
勘

定
特
別
会
計
補
正
予
算
・
昭
和
六

十
二
年
度
河
辺
村
歳
入
歳
出
決
算

猛

が
よ
く
ご
存
知
の
よ
う
に
、
私
の

役
場
に
貯
け
る
履
歴
は
、
建
設
課

或
い
は
国
土
調
査
課
と
技
術
的
な

現
場
の
あ
る
仕
事
が
殆
ど
で
ご
ざ

い
ま
し
て
、
教
育
行
政
は
全
く
の

素
人
で
ご
ざ
い
ま
す
。

時
期
的
に
村
内
事
情
で
は
、
小

学
校
及
び
幼
稚
園
の
統
合
問
題
が

あ
り
、
そ
の
統
合
校
舎
の
建
設
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
大
な
時

期
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
全
国
的

に
は
、
臨
教
審
の
答
申
に
基
づ
き
、

「
教
育
委
員
会
の
活
性
化
」
或
い

は
、
八
十
年
人
生
を
知
的
好
奇
心
を

失
わ
ず
教
養
豊
か
に
暮
ら
す
た
め

の
「
生
涯
学
習
体
系
の
確
立
」

等
々
、
教
育
行
政
に
と
っ
て
画
期

的
な
教
育
改
革
が
要
求
さ
れ
る
今

書
が
五
会
計
提
出
さ
れ
、
提
出
の

議
案
十
件
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
可
決
。
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

会
計
別
の
決
算
額
は
別
表
の
と

お
り
、
村
政
に
対
す
る
今
回
の
一

般
質
問
は
大
森
・
中
野
両
議
員
か

ら
七
項
目
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

日
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
し
て

二
十
一
世
紀
を
目
前
に
控
え
、

そ
の
二
十
一
世
紀
を
担
う
べ
き
、

心
豊
か
に
し
て
逗
し
い
人
聞
を

育
成
す
る
こ
と
こ
そ
、
教
育
行
政

の
重
大
な
課
題
か
と
考
え
ま
す

時
、
教
育
長
と
し
て
の
職
責
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
と

一
抹
の
不
安
も
感
じ
ま
す
が
、

日
々
研
績
を
怠
ら
ず
、
村
民
の

皆
様
の
温
か
い
ご
指
導
@
ご
支

援
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
本
村

教
育
行
政
を
よ
り
一
層
発
展
さ

す
べ
く
、
努
力
を
し
た
い
も
の

と
考
え
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
し
て
教

育
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

4
月

8
日

4
月
叩
日

大
森
高
知
氏
が
受
賞

永
年
の文
化
財
保
護
で

一
般
会
計
並
び
に
特
別
会
計
の
決
算
額
(
単
位
。
円
)

三に込i 午守 Eリ 人コ" 五十

~ 百十
老 水

療戸斤

国
般メ言Z合十" ご
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少
年
式

大
行
天
皇
大
喪

の
礼

2
月
お
日

1
3月
日
日

法

春

の

全

国

火

災予
防
運
動

§

3月
7
日

消

防

出

初

式

3
月
臼
日
中
学
校
卒
業
式

ゐ
3
月
呂
田
小
・
中
学
校
終

業
式

窃
4
月

6
日

1
日
日
春
の
交
通
安
全

運
動
月
間

小
学
校
入
学
式

中
学
校
入
学
式

2
月
4
日

2
月
白
日

c::) c::) 

こ
の
た
び
、
愛
媛
県
文
化
財
保

護
協
会
会
長
か
ら
村
文
化
財
保
護

審
議
会
会
長
の
大
森
高
知
氏
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
永
年
、
文
化
財
保
護
審

議
委
員
と
し
て
、
貴
重
な
文
化
財

の
保
存
に
つ
と
め
ら
れ
た
功
績
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期

待
い
た
し
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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0
2
M
コ
l
ス
(
参
「
加
幻
名
)

7i位
露
内
智
和
(
日
歳
)

一

9
分
渇
沙

小
学
生
一

:
;
1

一
2
位
小
川
貴
之
(
日
歳
)

一
3
位
富
永
和
孝

(
8
歳
)

「

1
位
富
永
順
一
(
却
歳
)

中

学

生

一

叩

分

6
秒

一
般
よ

2
位
富
半
色
ナ
(
話
歳
)

十

3
位
二
宮
明
男
(
泊
歳
)

わ

去
る
十
二
月
四
日
(
円
)
に
、

第
三
一
回
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
行

わ
れ
、
住
民
の
健
康
増
進
を
は
か

り
連
情
意
識
、
つ
ぐ
り
と
明
る
い
家

庭
も
つ
く
り
を
日
的
に
、
四
才

1
五

十
四
才
ま
で
の
四
十
五
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

公
R
館
前
を
出
発
点
と
し
、

2

凶
コ

l
ス、

4
M
コ

l
ス、

6
凶

コ
i
ス
を
折
り
返
す
方
法
で
、
小

学
生
の
部
と
一
般
の
部
に
分
か
れ

て
全
員
無
事
に
完
走
し
ま
し
た
。

ま
た
入
賞
者
全
員
に
、
金
銀
銅
の

記
念
の
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

成
舗
は
次
の
と
お
り

カ瓦平成元年 L月25日(3) 

0
4
陥
コ

i
ス
(
参
加
叩
名
)

「

l
位
稲
田
誠
(
凶
歳
)

一

8
平

J
3中〆

小
学
生
↑

l
/フ
5
干

一
2
位
片
山
文
生

(
M
歳
)

(
3
位
竹
林
浩
司
(
目
半
減
)

-
1
位
大
森
建
隆
(
日
歳
)

中

学

生

↑

日

分

訂

秒

一
般
一

2
位
稲
田
博
信
(
日
歳
)

一
3
位
玉
井
純
一
千
(
日
歳
)

0
6
M
コ
l
ス
(
参
加
8
名
)

一
1
位
渡
部
充
也
(
日
歳
)

一

ロ

サ

日

秒

小
学
生
〈
一
一
2
位
運
勢
あ
や
っ
ち
(
叩
歳
)

一
3
位
和
気
泰
徳
(
日
歳
)

(
1
杭
往
見
寿
喜
(
日
歳
)

中

学

生

一

幻

分

出

秒

一
般
一

2
位
石
浦
智
仁
(
日
提
)

一
3
位
梅
田
卓
(
日
歳
)

公民館前をコースごとに出発する参加者
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落中と約其通ま頃 日がに か き
決た暮えなの今にんスた困は通校こ行全ちにて五 )11いすが河前過し私。河き
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桔
朕
き
ほ
こ
墨
皇
づ
/
¥
O
め
ざ

平成元年1月訪日

婦
人
舎
が
田
哲

U
9一
郎
抗
日
出
国
a

花
言
葉
を
聞
か
れ
で
も
知
ら
な

い
。
し
か
し
、
花
の
名
前
な
ら
わ

か
る
。
ぞ
れ
が
忠
い
出
に
あ
る
な

ら
な
お
き
り
忘
れ
難
い
。
美
し
い

も
の
と

L
て
花
を
身
近
に
感
じ
て

い
る
人
が
多
い
今
日
、
や
さ
し
い

お
母
さ
ん
達
の
集
ま
り
で
あ
る
婦

人
会
で
花
一
杯
運
動
が
始
ま
っ
た
。

初
年
度
と
い
う
こ
と
で
、
何
の
柁

を
ど
ん
な
ふ
う
に
ど
こ
に
植
え
亡

い
っ
た
ら
「
ふ
る
さ
と
河
辺
に
美

し
い
花
の
景
」
が
展
開
さ
れ
る
よ

"'"ミわカ込第 83号

う
に
な
る
か
。
不
安
が
募
る
日
々
。

さ
れ
ど
、
母
は
強
し
。
そ
ん
な

不
安
も
一
人
一
人
の
ひ
た
む
き
な

情
熱
に
吹
き
消
さ
れ
て
い
っ
た
。

「
ど
の
位
の
間
隔
で
植
え
た
ら
良

か
ろ
〉
ウ
な
c

」
「
寒
い
貯
ん
ど
冬
持

ち
ゃ
し
よ
う
か
。
」
「
春
に
や
、
皆

で
見
に
こ
お
う
や
の
。
」
作
業
中
の

お
母
さ
ん
達
は
、
ま
る
で
自
分
の

子
供
に
接
し
て
い
る
か
の
様
に
や

さ
し
く
、
い
と
お
し
む
様
チ
で
し

た
。
か
く
し
て
花
は
植
え
ら
れ
た
。

春
に
は
、

ス
P

寸
セ
ン
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、

ア
ネ
モ
ネ
が
お

司

見

え

し

ま

す
。
特
に
診
療

所
。
福
祉
セ
ン

タ
ー
前
、
古
宮

ク
ロ
ツ
ケ

i
場

周
辺
、
ふ
る
さ

と

の

宿

、

十

一
一
・
十
三
区
集

会
所
附
近
は
、

燃
漫
な
花
園
に

な
る
こ
と
を
信

じ
て
・
:
・
。

プランターに球根を植える婦人会員

昨
年
十
一
月

二
十
九
日
に
、

本
校
で
は
第
一

回
文
化
祭
が
聞

か
れ
た
。
生
徒

た
ち
が
決
め
た

テ
l
マ
は
、
次

の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
。

「
創
造
無
限

円

、

巾

ぺ

出

河辺中学校が第1~童文化祭

ぬロ
]
C
一「

]一ず

2
・34」

テ
ー
マ
に
掲

げ
た
よ
ろ
な
、

生
徒
た
ち
の
創

造
豊
か
な
催
し
物
が
行
わ
れ
た
。

日
程
は
、
午
前
中
二
時
間
は
や
や

ハ
ー
ド
な
内
容
で
、
読
書
感
想
文

発
表
、
学
級
歌
発
表
、
ピ
ア
ノ
演

奏
な
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
四

時
間
は
ソ
フ
ト
な
内
容
で
、
生
徒

た
ち
は
山
由
時
間
と
な
っ
た
。
一

年
生
は
射
撃
、
二
年
生
は
ワ
ー
プ

ロ
e

フ
ァ
ミ
コ
ン
、
一
二
年
空
は
迷

路
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
催
し
物
を
行
っ

た
。
ま
た
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
民
示
、

ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー
、
将
棋
・
オ
セ

ロ
大
会
、
さ
ら
に
は
、
教
頑
先
生

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
紀
わ
記
な
ど
、
た

く
ぎ
ん
一

ω
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ

た
。
閉
会
式
で
、
生
徒
会
長
が

「
き
ょ
う
一
円
、
楽
し
か
っ
た
人
」

と
尋
ね
る
と
、
全
員
が
手
を
挙
げ

ロ
巾
者

た
。
後
日
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
も
、
満
足
し
た
と
い
う
答
え

が
圧
倒
的
で
あ
っ
た
。
寒
い
一
日

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
日
の
本
校
は
、

生
徒
の
熱
気
で
寒
き
を
忘
れ
て
い

中
/
」

O

村
内
小
学
校
三
校
が

交
流
学
習
会
で
楽
し
く

話
が
弾
み
ま
し
た
。

午
後
、
低
学
年
は
図
五
の
続
き

を
行
い
、
中
学
年
は
道
徳
の
学
習
、

自
分
の
考
え
を
ど
ん
ど
ん
発
表
し

活
発
な
学
習
が
、
高
学
年
は
理
科

「
河
辺
川
の
水
生
生
物
」
で
、
採

集
と
い
う
体
験
を
通
し
た
学
習
を

し
ま
し
た
。

こ
の
交
流
学
習
会
で
目
的
を
十

分
達
す
る
と
と
も
に
、
子
供
た
ち

同
志
が
友
情
を
深
め
る
ご
と
が
で

き
ま
し
た
。

去
る
十
一
月
今
一
十
八
日
、
河
辺

小
学
校
で
「
坂
本
小
・
北
平
小
・

河
辺
小
の
児
童
が
一
堂
に
会
し
、

お
互
い
の
交
流
を
深
め
る
と
と
も

に
、
多
人
数
集
団
の
中
に
お
け
る

生
活
学
習
を
体
験
さ
せ
、
社
会
性

及
び
学
習
志
欲
の
向
上
等
を
め
、
ざ

す
」
と
と
を
目
的
に
初
め
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
、
各
校
の
児
童
会
長
に

よ
る
口
校
紹
介
に
続
い
て
、
午
前

中
は
ゲ

l
ム
集
会
で
次
第
に
う
ち

と
け
、
み
ん
な
元
気
い
っ
ぱ
い
大

声
を
出
し
合
い
、
友
達
の
輪
を
広

げ
た
あ
と
、
低
・
中
・
高
学
年
ご

と
に
分
か
れ
、
低
学
年
は
凶
工
の

授
業
で
「
小
人
壁
画
」
を
は
り
絵
で

共
同
制
作
、
中
学
年
は
体
育
で
「
変

形
フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
」
、
高
学

年
は
社
会
で
一
河
辺
村
の
文
化
財

に
つ
い
て
」
そ
れ
ぞ
れ
勉
強
し
ま

し
た
。昼
食
は
給
食
セ
ン
タ
ー

ωご
協

力
に
よ
り
「
仕
出
し
弁
当
」
を
作
っ

て
い
た
だ
き
、
全
員
で
楽
し
く
会

食
し
、
子
供
た
ち
九
十
九
名
の
会

村内児童が一堂に会して交流



第同号

ふ
る
さ
と
公

園
(
ふ
る
さ
と

の
宿
附
近
)
に

近
く
チ
ビ
ッ
子

遊
具
広
喝
が
完

成
し
ま
す
。

広
場
に
は

り
東
屋
・
リ
卜

ル
と
り
で

じ
ウ
ッ
ド
シ

l

fJ言

/ 〈完

チビッコ

ソ
ー

。
ウ
ッ
ド
ブ
ヲ

./'¥ミ

ン
コ

。
丸
太
平
均
台

O
バ
ラ
ン
ス
ネ
ッ
ト
波
ハ
リ宇r

l
A可日

わ

同
諸
君
事
定
よ
り

ヌう込

ふ
る
さ
と
の
軒
さ
ん
、
お
揃

い
で
健
や
か
な
よ
い
年
を
お
迎

え

Fω?」
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

平成元昨 1月25日

皆
さ
ん
と
お
別
れ
し
て
早
い

も
の
で
二

O
年
の
歳
月
が
流
れ

ま
し
た
。

故
郷
の
清
ら
か
な
川
、
主
し

い
山
な
み
、
人
情
号
か
な
皆
さ

日
ん
、
沢
山
の
思
い
出
を
秘
め
て

毎
日
の
よ
う
に
河
辺
を
思
い
浮

か
べ
仏
が
ら
松
山
で
暮
ら
し
て

い
ま
す
。

河
辺
に
お
い
て
も
高
齢
化
と

)
 

「
1
u(
 

0

マ
ウ
ン
ト
@
ク
ラ
イ
ミ
ン
ゲ

O
ネ
ッ
ト

O
丸
太
ロ

l
プ
渡
り

O
丸
太
ベ
ン
チ
(
一
一
基
)

が
子
備
さ
れ
ま
す
。

子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
楽
し

い
施
設
と
な
り
ま
す
。
桜
の
花
咲

く
頃
に
は
、
大
人
は
ふ
る
さ
と
の

宿
で
の
花
見
、
子
供
は
広
場
で
の

遊
具
遊
び
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

過
疎
化
の
進
む
今

U
、
故
郷
を
こ

よ
な
く
愛
し
、
祖
先
墳
墓
の
地
を

守
り
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
皆
さ
ん

に
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

一
‘
期
日
の
大
野
村
長
さ
ん
は
、

若
き
力
量
、
政
治
下
腕
卓
越
に
し

て
村
民
の
信
望
を
.
身
に
集
め
、

か
ね
て
河
辺
に
お
げ
る
懸
案
の
火

事
業
を
着
々
と
推
進
し
て
お
、
円
、
れ
、

満
防
止
の
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

と
り
わ
け
観
光
事
業
一

ω
一
環
と

し
て
「
ふ
る
さ
と
の
宿
」
を
開
設

し
、
私
達
を
温
か
く
迎
え
て
い
た

だ
く
施
ぷ
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、

見
る
。
食
べ
る
・
遊
ぶ
o

泊
ま
る

の
観
光
と
、
小
鳥
の
森
の
設
定
も

。〉
毎
年
、
十
一
月
十
五
日
か
ら
翌

年
一
月
十
五
円
(
一
部
の
獣
類
に

つ
い
て
は
十
二
月
一
円
か
ら
害
年

今
月
末
日
ま
で
)
が
狩
猟
の
で
き

る
期
間
で
す
。

こ
の
期
間
中
、
舟
猟
に
よ
る
事

故
や
違
反
事
川
け
が
先
生
す
る
こ
と

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

と
り
わ
け
、
近
作
法
沖
で
禁
止

さ
れ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
「
つ
り

あ
り
、
完
壁
の
観
光
事
業
の
推
進

を
期
待
し
て
お
り
、
私
達
も
呼
び

か
け
あ
っ
て
故
郷
を
訪
ね
る
日
や
一

楽
し
み
に
)
て
い
ま
す
。

ま
た
建
設
省
の
計
画
に
よ
る
と
、

中
平
地
区
水
資
源
の
不
足
解
消
を

図
ブ
タ
川
辺
川
多
目
的
ダ
ム
が
計
画

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
完
成
、
す
れ

ば
私
達
の
か
産
湯
の
水
。
と
か
ピ

リ
オ
ド
の
水
。
が
河
辺
の
水
と
な

り
、
着
工
完
成
を
期
待
し
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

私
達
は
、
昭
和
五
十
九
年
に
松

山
市
し
一
そ
の
近
郊
に
在
住
し
、
故

郷
か
一
日
じ
く
す
る
者
が
集
い
「
珂

辺
一
変
友
会
」
を
結
成
し
、
毎
年
一

日

γ
i
A中

上
げ
式
く
ノ
¥
り
ワ
ナ
」
が
南
予
地

方
を
中
心
に
設
置
さ
れ
問
題
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
「
つ
り
上
げ
式
;
く
り
ワ

ナ
」
は
、
イ
ノ
シ
シ
・
オ
ス
ジ
カ

等
の
大
型
獣
を
捕
獲
す
る
た
め
小

木
@
生
竹
・
令
属
等
の
弾
牲
を
利

用
す
る
も
の
で
(
図
参
照
)
、
人
聞

が
F

-

れ
に
か
か
っ
た
場
台
、
身
体

の
全
部
ま
た
は
一
部
を
拘
束
し
、

普
通
自
力
で
脱
却
が
不
可
能
な
明

合
が
多
い
ろ
え
、
前
傷
を
負
う
可

能
判
も
あ
り
ま
寸
。

県
で
は
、
こ
の
よ
う
な
危
験
を

未
然
に
防
北
す
る
と
共
仁
、
狩
猟

回
総
会
を
開
催
し
親
睦
を
深
め
な

が
ら
、
故
郷
に
貢
献
で
き
る
も
の

は
な
い
か
と
模
索
し
て
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
本
年
の
総
会
は
ヶ
ふ
る

さ
と
の
宿
。
で
実
施
し
た
く
思
つ

て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
節
は
よ
ろ
日

し

く

お

願

い

し

ま

す

。

↑

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
河
辺
+

村
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
村
民
の
』

皆
さ
ん
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
松
山
+

の
空
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
ト

河
辺
愛
友
会

会

長

麓

多

久

馬

/
/
 U
吟
簿
)

、、
r、
げ
/

ぐ
JE￥

41一けし

一rハf
」
九
、
¥

ず
l
d
r
i
J
F
l
a
T』
+
i
T
i
+
i
a由

の
適
正
化
を
凶
る
た
め
、
各
警
察

署
等
の
協
力
を
得
て
、
狩
猟
違
反

取
締
り
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
違
反

防
止
の
徹
L

凪
を
期
す
る
た
め
、
こ

の
よ
う
な
「
危
険
な
く
く
り
ワ
ナ
」

を
設
置
し
な
い
よ
う
皆
様
に
ご
協

片
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

な
お
、
こ
の
よ
う
な
一
円
/
十
ん

を
発
見
さ
れ
た
方
は
、
次
の
と
こ

ろ
へ
ご
↑
報
下
さ
い
ま
す
よ
う
あ

わ
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

(
連
絡
先
)

@
日
似
寄
り
の
警
察
署
防
犯
課

@
八
幡
浜
地
方
局
林
業
課

@
県
げ
林
政
一
点

7J7J7ア

←E喝を

「危険なくくりワナの例J
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サ

リ
!
?

平成JC年 1月25日

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
ご
主
人
に
扶

養
さ
て
い
る
奥
さ
ん
は
、
す
べ
て

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

加
入
の
手
続
き
は
、
役
場
の
国

民
年
金
係
で
庁
っ
て
い
ま
す
。

ご
主
人
仁
社
葺
主
れ
て
い
る
同

は
保
険
料
を
支
払
う
必
一
宮
一
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ご
千
人
が
退

職
し
た
と
き
や
、
白
山
円
業
と
な
っ

た
と
き
な
ど
に
、
奥
さ
ん
が
い
ヘ

Q

歳
未
満
で
あ
れ
ば
保
険
料
を
払
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

日川
d
v
A
d
v
A

町。マ民，
V
A
4
wム
4
M
Aが
V
A

，VA
，V引が
V
A
4ヤ
A
4
V古

一
闘
相
鍛
臨
時
U
M
以
干
潟
…
…
制

同
和
教
育
と
は
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い
わ
ゆ
る
同
和
問
題
と
は
、

日
本
弘
行
会

ωぽ
史
的
発
展
の
過

程
に
お
い
て
形
成
3
れ
た
「
士
農

工
商
」
と
い
う
身
分
階
間
構
造

に
墓
づ
く
左
別
に
よ
り
、
日
本

国
民
mu

部
の
集
団
が
計
済

的
@
社
会
的
・
文
化
的
に
低
位

自
の
状
態
に
お
か
れ
、
現
代
社
会

時
に
お
い
て
も
、
な
お
い
ち
じ
る

r
v
A
d
y当
Y
W
R句。
F

。
支
払
い
が
作
六
回
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
年
四
日
支
払
っ
て
い
る

国
民
年
金
の
障
害
年
金
、
母
子
(
準

母
子
)
年
金
、
寡
婦
年
金
、
遺
児

年
金
は
、
会
円
か
ら
年
六
回
に
変

更
さ
れ
ま
す
。

月月

十四
月
月
十・

I H Fj 

!支
L五|払
Uー上守一|

支

払

円
汀

脈
を
看
る
あ
た
た
か
き
看
諮
婦
は

人
の
妻
な
り
二
児
山
一
母
な
り

弘一
f
k

訪
問
せ
し
古
き
日
誌
を
め
く
り
つ
つ

き
ほ
い
励
み
し
十
五
年
想
ほ
ゆ

¥

/

L

ハ
尺
の
理
想
を
飛
べ
ぬ
赤
蛙

(

短

一

菩

れ

も

理

想

の

歌

は

一

一

認

め

な

く

'

〉

佐

伯

範

男

副

ひ

貧

之

す

る

も

吾

、

れ

に

は

五

つ

の

趣

味

あ

り

て

。

老
い
の
日
毎
を
心
叫
に
ら
え
り

M

X
V
A
V
A
V
A
V
A
V
A
V
A
V
A
U
X
V
A
V《
M
V
A
V
A
V《
V
A
W
V《
V
A
V
A
V
A
V
A
V
A
V仇
W
倫

u
h
t
h
ι
竜

自
治
宝
く
ひ
鴎
成
事
業
で

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
。
サ
イ
ク
リ
ン
グ
車
近
く
整
う

ふ
る
さ
と
公
園
(
ふ
る
さ
と
の

し
く
基
本
的
人
権
を
侵
害
さ
れ
、

と
く
に
近
代
社
会
の
原
理
と
し
て

何
人
に
も
保
障
さ
れ
て
い
る
、
市

民
的
権
利
と
自
由
を
完
全
に
保
障

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
、
畳
か
な

民
主
主
義
社
会
に
恰
い
て
、
も
っ

と
も
深
刻
に
し
て
主
大
な
村
会
問

題
で
あ
る
と
い
う
こ
三
」
す
。

こ
の
な
か
の
市
民
的
権
利
と
自

由
と
い
う
こ
と
は
、
(
職
業
を
選

ぶ
白
白

o
教
育
を
受
け
る
権
利

居
住
及
び
移
転
の
自
由
。
結
婚
の

白
由
な
ど
で
、
こ
の
市
民
的
権
利

と
山
由
が
完
全
に
保
障
さ
れ
て
い

" 1 の
奥
さ
ん

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

ー
年
金
の
手
続
き
早
め
に
|

(
河
辺
村
同
和
教
膏
協
議
会
)

宿
附
近
)
に
近
く
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

が
整
備
さ
れ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
車

が
配
置
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
宝
く
じ
普
及
事
業
の

一
環
と
し
て
財
団
法
人
自
治
総
台

セ
ン
タ
ー
よ
り
助
成
を
受
け
て
整

備
す
る
も
の
で
す
。

。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
一
面

什
イ
ク
リ
ン
グ
車

ム
ハ
ム
口

四
台
一
棟

大
人
用

f
供
用

以
納
庫

が
整
備
さ
れ
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
レ
ク
リ
工

l
シ
ヨ

ン
に
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

山
間
同
富
山
一
白
一歪

刀日日一二
A
Y
3
J
。
l

口

u
z
q
r口

{

{

1

i

平
成
。
元
。

l
e
叩

非
同
お
誕
生
お
め
で
と
う

女
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

や

や

や

必

帯

骨

骨

帯

事

J

骨

骨

秘

密

都

一

呼

一
月
七
日
に
天
皇
陛
下
が
崩
御

さ
れ
「
昭
和
」
の
時
代
が
幕
を
閉

じ
た
。相
八
日
か
ら
、
新
元
日
「
平
成
一

に
改
ま
り
新
時
代
の
詐
開
け
と

な
っ
た
c

「ボ
1

凶
」
と
は
「
日
間
の
内
外
に
も

天
地
に
も
平
利
が
達
成
さ
れ
る
」

と
い
う
意
味
が
ヲ
一
め
ら
れ
て
い
る

と
山
こ
と
c

ど
う
か
か
平
和
な
時
代
々
で
あ

る
こ
と
を
祈
り
た
い
。
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